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く
り
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」を
テ
ー
マ

に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
後
に
は「
道
路
と
地
域
の
未

来
！『
道
』っ
て
い
い
と
も
！
」を
テ
ー
マ

に
し
た
意
見
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、意
見
発
表
で
は
、三
重

県
知
事
の
一
見 

勝
之 

氏
、亀
山
市
長
の

櫻
井 

義
之 

氏
、鈴
鹿
市
長
の
末
松 

則
子 

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
の
発
展
に

必
要
な
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
意
見
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、道
路
利
用
者
を
代
表
し
て
高

校
生
や
医
療
関
係
者
、企
業
の
代
表
な
ど

立
場
の
違
う
5
名
の
方
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
お
招
き
し「
道
路
と
私
」「
今
後
の
道
路

に
期
待
す
る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
中

で「
道
路
が
で
き
る
こ
と
で
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
」な
ど
の
道
路
の
重
要
性
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。輝
か
し
い
令
和
８
年
の
新
春
を
迎

え
、皆
様
方
の
ご
健
勝
を
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
当
商
工
会
議
所
の
３
年
に
１
度

の
役
員
・
議
員
改
選
が
行
わ
れ
、10
月
に
開

催
し
ま
し
た
臨
時
議
員
総
会
で
引
き
続
き

会
頭
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
、引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し
て
重
責

を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、亀
山
商
工
会
議
所
は
、本

年
も
活
動
の
基
軸
を「
中
小
企
業
の
活
力

強
化
」と「
地
域
の
創
造
」を
念
頭
に
、当
市

の
更
な
る
発
展
と
成
長
に
寄
与
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、わ
が
国
経
済
を
取
り
巻
く
環
境

は
人
手
不
足
、物
価
高
騰
な
ど
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、初
の
女

性
総
理
大
臣
が
誕
生
し
、大
規
模
な
経
済

対
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
明
る
い
兆
し

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
亀
山
地
域
に
お
い
て

は
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
地
理
的
優
位
性

を
活
か
し
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備
・
企

業
立
地
の
促
進
、観
光
資
源
を
有
効
活
用

し
た
観
光
振
興
の
促
進
、リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
三
重
県
駅
の
設
置
な
ど
先
を
見
据
え

る
と
非
常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地
域

で
あ
り
ま
す
。ま
た
、亀
山
市
で
は
令
和
８

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
第
３
次
総

合
計
画
」の
策
定
、当
所
に
お
い
て
は
小
規

模
事
業
者
支
援
法
に
基
づ
き
、国
の
認
定

を
受
け
て
い
る「
経
営
発
達
支
援
計
画（
５

か
年
計
画
）」の
更
新
申
請
な
ど
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、地
域
唯
一
の
経
済
団
体
と
し

て
の
役
割
を
認
識
し
、関
係
機
関
と
の
連

携
を
よ
り
一
層
強
め
、会
員
企
業
の
持
続

的
成
長
、時
代
に
即
し
た
商
工
会
議
所
の

活
動
基
盤
の
構
築
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、会
員
企
業
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
し
、新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

鈴
鹿・亀
山
み
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

～
道
路
を
つ
な
ぎ 

未
来
を
ひ
ら
く

鈴
鹿
亀
山 

未
来
の
道
～

　

去
る
11
月
29
日（
土
）鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
鈴
鹿
・

亀
山
み
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム（
主
催 

新
名
神
と

鈴
鹿
亀
山
地
域
の
幹
線
道
路
整
備
を
進
め

る
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、約

600
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
基
調
講
演
・
意
見
発
表
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、基
調

講
演
で
は
現
香
川
県
知
事
で
あ
り
、元
国

土
交
通
省 

道
路
局
長
の
池
田 

豊
人 

氏
が

講
師
と
し
て「
鈴
鹿
か
ら
讃
岐
へ-

道
づ

年
頭
挨
拶

年
頭
挨
拶亀

山
商
工
会
議
所 　

会
頭  

川
森 

浩
司
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税
制
改
正
と
年
末
調
整
の

実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

去
る
10
月
３
日（
金
）に
三
重
県
知
事

及
び
三
重
県
議
会
正
副
議
長
、11
月
12

日（
水
）に
は
国
土
交
通
省
及
び
地
元
選

出
の
国
会
議

員
へ
当
所
か

ら
は
川
森
会

頭
が
出
席
し
、

両
道
路
の
整

備
促
進
に
つ

い
て
の
要
望

活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線・Ｊ
Ｒ
複
線

電
化
推
進
亀
山
市
民
会
議

　

去
る
10
月
16
日（
木
）に
国
土
交
通
省
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
へ
亀
山
市
民
会

議
の
副
会
長
と
し
て
、当
所
の
川
森
会
頭

が
出
席
し
、

リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
市

内
停
車
駅
設

置
の
早
期
決

定
や
在
来
線

の
複
線
電
化

の
実
現
な
ど

の
要
望
活
動

を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

去
る
11
月
26
日（
水
）に
税
理
士
法
人

フ
ラ
ッ
ツ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
代
表

税
理
士 

南
部
泰
志 

氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
所
得
税
の
令
和
７
年
度
税
制
改
正

と
年
末
調
整
の
実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
16
事
業
所
か
ら
20
名
の
方
が

参
加
さ
れ
、講
師
よ
り
年
収
の
壁
の
見
直

し
に
伴
う
所
得
税
の
税
制
改
正
の
内
容

を
改
め
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ
に

伴
う
年
末
調
整
の
実
務
に
つ
い
て
昨
年

か
ら
の
変
更
点
と
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
税
制
改
正
で
は
年
収
の
壁
が

見
直
さ
れ
た
こ
と
で
給
与
所
得
控
除
の

拡
大
、配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
要
件

の
引
上
げ
、

特
定
親
族
特

別
控
除
の
創

設
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ま

で
扶
養
の
範

囲
内
で
働
か

れ
て
い
る
方

な
ど
は
働
き

方
が
変
わ
る

可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、

改
正
内
容
を

是
非
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

鈴
鹿
亀
山
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

一
般
国
道
１
号
関
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

【
令
和
７
年
の
要
望
活
動
】

生
成
Ａ
Ｉ・入
門
編
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

～
み
え
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
～

　

去
る
12
月
９
日（
火
）亀
山
商
工
会
館

に
て
、三
重
県
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
局

デ
ジ
タ
ル
戦
略
企
画
課
主
催（
当
所
共
催

事
業
）の
も
と
、株
式
会
社
ジ
ッ
ト 

石
崎 

一
之
進 

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
生
成

Ａ
Ｉ
・
入
門
編
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、市

内
28
事
業
所
か
ら
35
名
の
方
々
に
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
生
成
Ａ
Ｉ
っ
て
な

に
？
」と
い
っ
た
基
礎
的
な
研
修
か
ら
、

「
活
用
事
例
を
知
ろ
う
‼
」で
具
体
的
な

事
例
紹
介
や
即
活
用
で
き
る
前
例
を
レ

ク
チ
ャ
ー
い
た
だ
き
、セ
ミ
ナ
ー
前
半

で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
際
の

操
作
方
法
か
ら
使
い
方
の
コ
ツ
を
レ
ク

チ
ャ
ー
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も「
研
修
で
学
ん
だ
事
を

自
社
へ
持
ち
帰
り
、現
状
の
見
直
し
と
今

後
の
業
務
効
率
向
上
へ
繋
げ
た
い
」や

「
実
際
の
操

作
を
交
え
て

の
セ
ミ
ナ
ー

で
わ
か
り
や

す
か
っ
た
」

な
ど
の
前
向

き
な
感
想
を

頂
戴
し
、
有

意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、地
域
課
題
の
解
決
や
中
小
・

小
規
模
事
業
者
育
成
の
た
め
、金
融
・
税

務
・
労
務
等
の
基
礎
的
支
援
や
情
報
化
、地

域
資
源
活
用
、商
工
業
振
興
等
、地
域
に
根

ざ
し
た
諸
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

亀
山
市
内
で
事
業
を
営
む
商
工
業
者
の

方
で
し
た
ら
、個
人
・
法
人
・
団
体
及
び
規

模
・
業
種
を
問
わ
ず
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

　

年
会
費
は
、個
人
８
，０
０
０
円
以
上
、

法
人
１
３
，０
０
０
円
以
上
で
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
お
取
引
先
・
お
知
り
合

い
で
ま
だ
ご
入
会
を
い
た
だ
い
て
い
な
い

事
業
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、是
非
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

会報誌折込チラシ・広告掲載募集しています
●折込チラシ同封サービス

1回 A4判1枚 10,000円（税抜)

※詳しい内容は広報担当　塚田・樋口まで

当所会報誌（奇数月1日発行）にあなたの事業所の商品
・サービス等の掲載チラシを同封し、当所会員事業所及
び関係団体約1,000件にお届けします。

●広告掲載サービス

1回 1/8ページ 5,000円（税抜)他

当所会報誌（奇数月1日発行）にあなたの事業所の広告
を掲載します。

会
員
入
会
紹
介
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
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年
末
調
整
の
納
付
期
日
は
、納
期
の
特

例
の
適
用
対
象
事
業
所
の
み
、１
月
20
日

（
火
）で
す
。納
付
期
日
を
過
ぎ
る
と
不
納

付
加
算
税
等
の
追
加
の
納
付
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。税
額
が
わ
か
ら
な
い
方

は
、必
要
書
類
を
ご
持
参
の
う
え
、当
所
へ

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
所
に
ご
相
談
の
際
は
個
人
番
号
の
記

載
欄
等
へ
の
事
前
の
ご
記
入
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※�

納
付
税
額
が「
０
」で
あ
っ
て
も
納
付
書

を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

毎
月
納
付
の
事
業
所
の
方
は
１
月
13
日

（
火
）が
納
付
期
日
で
す
。納
期
の
特
例

を
申
請
す
る
と
半
年
分
を
ま
と
め
て
納

付
可
能
で
す
。

亀
山
市
の
利
子
補
給
制
度
の
ご
案
内

　

亀
山
市
で
は
、市
内
に
主
た
る
事
業
所

又
は
営
業
所
を
有
し
、日
本
政
策
金
融
公

庫
の
所
定
の
事
業
資
金
の
制
度
融
資
利
用

者
に
対
し
、支
払
っ
た
利
息
の
一
部
又
は

全
額
を
補
給
す
る
利
子
補
給
制
度
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。該
当
さ
れ
る
方
で
申
請

が
ま
だ
の
方
は
、各
自
で
直
接
、亀
山
市
へ

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

談
所
コ
ー
ナ
ー
掲
載
の
支
援
施
策
は
令
和
７
年
12
月
12
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
必
ず
各
施
策
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

亀
山
市
産
業
環
境
部 
商
工
観
光
課

　

商
工
業
振
興
Ｇ 

℡
８
４‐

５
０
４
９

　

去
る
10
月
３
日（
金
）に
三
重
県
知
事

及
び
三
重
県
議
会
正
副
議
長
、11
月
12

日（
水
）に
は
国
土
交
通
省
及
び
地
元
選

出
の
国
会
議

員
へ
当
所
か

ら
は
川
森
会

頭
が
出
席
し
、

両
道
路
の
整

備
促
進
に
つ

い
て
の
要
望

活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線・Ｊ
Ｒ
複
線

電
化
推
進
亀
山
市
民
会
議

　

去
る
10
月
16
日（
木
）に
国
土
交
通
省
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
へ
亀
山
市
民
会

議
の
副
会
長
と
し
て
、当
所
の
川
森
会
頭

が
出
席
し
、

リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
市

内
停
車
駅
設

置
の
早
期
決

定
や
在
来
線

の
複
線
電
化

の
実
現
な
ど

の
要
望
活
動

を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

去
る
11
月
26
日（
水
）に
税
理
士
法
人

フ
ラ
ッ
ツ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
代
表

税
理
士 

南
部
泰
志 

氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
所
得
税
の
令
和
７
年
度
税
制
改
正

と
年
末
調
整
の
実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
16
事
業
所
か
ら
20
名
の
方
が

参
加
さ
れ
、講
師
よ
り
年
収
の
壁
の
見
直

し
に
伴
う
所
得
税
の
税
制
改
正
の
内
容

を
改
め
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ
に

伴
う
年
末
調
整
の
実
務
に
つ
い
て
昨
年

か
ら
の
変
更
点
と
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
税
制
改
正
で
は
年
収
の
壁
が

見
直
さ
れ
た
こ
と
で
給
与
所
得
控
除
の

拡
大
、配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
要
件

の
引
上
げ
、

特
定
親
族
特

別
控
除
の
創

設
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ま

で
扶
養
の
範

囲
内
で
働
か

れ
て
い
る
方

な
ど
は
働
き

方
が
変
わ
る

可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、

改
正
内
容
を

是
非
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

去
る
12
月
９
日（
火
）亀
山
商
工
会
館

に
て
、三
重
県
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
局

デ
ジ
タ
ル
戦
略
企
画
課
主
催（
当
所
共
催

事
業
）の
も
と
、株
式
会
社
ジ
ッ
ト 

石
崎 

一
之
進 

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
生
成

Ａ
Ｉ
・
入
門
編
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、市

内
28
事
業
所
か
ら
35
名
の
方
々
に
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
生
成
Ａ
Ｉ
っ
て
な

に
？
」と
い
っ
た
基
礎
的
な
研
修
か
ら
、

「
活
用
事
例
を
知
ろ
う
‼
」で
具
体
的
な

事
例
紹
介
や
即
活
用
で
き
る
前
例
を
レ

ク
チ
ャ
ー
い
た
だ
き
、セ
ミ
ナ
ー
前
半

で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
際
の

操
作
方
法
か
ら
使
い
方
の
コ
ツ
を
レ
ク

チ
ャ
ー
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も「
研
修
で
学
ん
だ
事
を

自
社
へ
持
ち
帰
り
、現
状
の
見
直
し
と
今

後
の
業
務
効
率
向
上
へ
繋
げ
た
い
」や

「
実
際
の
操

作
を
交
え
て

の
セ
ミ
ナ
ー

で
わ
か
り
や

す
か
っ
た
」

な
ど
の
前
向

き
な
感
想
を

頂
戴
し
、
有

意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

≪ 亀山市の利子補給制度 ≫
補給対象資金 資金使途 補給額 申請期限

日　

本　

公　

庫

①小規模事業者経営改善資金
②生活衛生関係営業経営改善資金

設備資金
※�R２年３月17日以降の

融資は運転資金も可

支払利息年１％以内
（但し､６０ヵ月以内）
※�R２.３.17以降の融資は
　補給率が拡充されます 毎年１月から

２月末日まで
下記の創業融資制度のうち所定の
資金
①新企業育成貸付
②新企業育成・事業安定等貸付
※詳細はHPをご確認ください。

借入額1,500万円以内
かつ所定の貸付条件を
みたすもの

支払利息年１％以内
（但し､３６ヵ月以内）

令
和
７
年
分
の
年
末
調
整
に
お
け
る
主
な
改
正
事
項

・　基礎控除の見直し
　　次のとおり、合計所得金額に応じて、基礎控除額が改正されました。

・　給与所得控除の見直し
　　給与所得控除の最低保障額が55万円から65万円に引き上げられました。

・　特定親族特別控除の創設
　�　所得者が生計を一にする年齢19歳以上23歳
未満の親族（注）を有する場合に受けられる控除と
して、特定親族特別控除が創設されました。

　�　控除額は、その親族の合計所得金額に応じ、
右図のとおりとなります。

・　扶養親族等の所得要件の改正
　�　扶養控除等の対象となる扶養親族の所得要件が48万
円以下から58万円以下に引き上げられるなど、所得要
件が改正されました。

（注）１�　合計所得金額655万円以下の控除額は、所得税法第86条の規定による基礎控除額58万円に、租税特別措置法第41条の16の２の規定による加算額を加算した
額となります。

　　　２　合計所得金額2,350万円超の場合の基礎控除額に改正はありません。

（注）　家内労働者等の事業所得等の所得計算の特例についても、必要経費に算入する金額の最低保障額が55万円から65万円に引き上げられました。

（注）�　里子を含み、配偶者、青色事業専従者として給与の支払を受ける人及び
白色事業専従者を除きます。

（※）　合計所得金額（ひとり親の生計を一にする子については総所得金額等の合計額）の要件をいいます。

合計所得金額 132万円以下 132万円超
336万円以下

336万円超
489万円以下

489万円超
655万円以下

655万円超
2,350万円以下

控除額 95万円 88万円 68万円 63万円 58万円

扶養親族等の区分 所得要件（※）
扶養親族
同一生計配偶者
ひとり親の生計を一にする子

58万円以下

勤労学生 85万円以下

63
61

51

41

31

21

11
6
3
0

90（155）

58
（123）

85
（150）

123
（188）

95（160）

100（165）

105（170）

110（175）

115（180）
120（185）

（万円）年齢19歳以上23歳未満の親族
の合計所得金額（収入が給与だ
けの場合の収入金額）

控除額
（万円） 扶養控除

（特定扶養親族に該当）
特定親族特別控除
（特定親族に該当）

《年末調整における留意事項》
①�　従業員の方に、改正により新たに扶養控除等の対象となった親族等がいないか確認してください（改正により
新たに扶養控除等の対象となった親族等がいる場合には、「扶養控除等（異動）申告書」の提出を受けてください）。
②�　特定親族特別控除の適用を受けようとする従業員の方から、「給与所得者の特定親族特別控除申告書」の提出を
受けてください。
③　改正後の基礎控除額や給与所得控除額等に基づいて、年末調整の計算をしてください。

年
末
調
整
の
納
付
期
日
が

迫
っ
て
い
ま
す
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9,000万人の受験実績を誇る産業界の信頼ブランド

商工会議所の検定試験
【第172回日商簿記検定のご案内】
・試 験 日　令和８年２月22日(日）
・試験時間　３級　９：00～
　　　　　　２級　13：30～
・試験会場　亀山商工会館
・受 験 料　３級　3,300円
　　　　　　２級　5,500円
・申込期間　１月６日(火)～１月26日(月）

お問合せ先 亀山商工会議所 ℡ 0595-82-1331
受 付 時 間 ８:30～ 17:00（土日祝除く）

11
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
11
月
20
日（
木
）に
亀
山
市
文
化

会
館
会
議
室
に
て
、11
月
例
会
を
、ト
レ

ジ
ャ
ー
委
員
会（
委
員
長 
渡
邊 

宝
）の
担

当
で
開
催
し
ま
し
た
。本
例
会
は
交
流
事

業
と
し
て
、鈴
鹿
商
工
会
議
所
青
年
部
の

皆
様
を
お
招
き
し
、亀
山
・
鈴
鹿
合
わ
せ
て

42
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、講
師
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
専
門
家
で
あ
り
、全
国
で
数
多
く
の

人
材
育
成
に
携
わ
る
、津
堅 

由
美
子 

様

を
お
招
き
し
、「
人
間
関
係
に
お
け
る
ス
ト

レ
ス
の
軽
減
」を
テ
ー
マ
に
講
師
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、人
間
関
係
で
ス
ト
レ
ス

が
生
ま
れ
る
仕
組
み
を
理
解
し
、相
手
の

意
図
を
的
確
に
受
け
取
る
話
の
聴
き
方
な

ど
、日
常
で
実
践
で
き
る
ス
ト
レ
ス
軽
減

の
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
、亀

山
・
鈴
鹿
の
合
同
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、講
演
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か

し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実

際
に
体
感
し
、更

に
他
単
会
と
の
交

流
を
通
じ
て
、新

た
な
刺
激
や
気
づ

き
を
得
る
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。 青

年
部
通
信

  

女
性
部
通
信

『
着
物
生
地
を
使
っ
た

　
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作
り
』を
開
催

　

去
る
10
月
23
日(

木)

に
研
修
委
員
会
事

業
と
し
て
着
物
リ
メ
イ
ク
体
験「
着
物
生

地
を
使
っ
た
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作
り
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
女
性
部

会
員
の
谷
脇
節
子 

氏
を
講
師
に
、14
名

の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、バ
ッ
グ
作
り

を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

『
料
理
教
室
と

　
子
育
て
支
援
事
業
』を
開
催

　

去
る
11
月
14
日（
金
）に
研
修
委
員
会
事

業『
料
理
教
室
と
子
育
て
支
援
事
業
』を
亀

山
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ
い

で
開
催
し
、女
性
部
会
員
の
小
林
陽
子 
氏

を
講
師
に
、参
加
者
16
名
が
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
花
し
ゅ

う
ま
い
作
り
を
行

い
ま
し
た
。作
っ
た

花
し
ゅ
う
ま
い
は

来
場
い
た
だ
い
た

市
内
の
子
育
て
世

帯
の
方
に
も
ふ
る

ま
い
、花
し
ゅ
う
ま

い
を
食
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

4　60×82（カラー）しんぽくん・みらいちゃん
QRモノクロ

三重県信用保証協会は、中小企業の皆さまが事業資金借入をされる際の
「公的な保証人」となってサポートします。お気軽にご相談ください。

みえ　みらい ちゃん みえ　しんぽ くん

https://www.cgc-mie.or.jp/

本　　　店 059-229-6021（代表）
四日市支店 059-353-9161（代表）

HP Instagram

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

5日（月）
7日（水）

　
16日（金）
20日（火）
22日（木）

12日（木）

18日（水）
22日（日）
25日（水）

１月

２月

御用始め
新春賀詞交歓会
記帳継続指導
青年部役員会
交通運輸部会
青年部新年例会

青年部役員会
女性部親睦交流会
記帳継続指導
女性部役員会
第172回簿記検定
記帳継続指導
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